
 

（第２号様式）   
令和７年４月４日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立三ツ境支援学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月17日実施） 

総合評価（３月６日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇「自立と社会参加」

をめざし、児童・生

徒一人ひとりの教育

的ニーズに対応した

授業を実践する。 

 

 

〇自分も他者も大切に

し、共感的な人間関

係を育成する教育活

動を実践する。 

① 児童・生徒の実態を踏ま

え教科等の横断的視点で

ねらいを明確にした授業

を実施する。 

 

 

 

② 児童・生徒同士のかか

わりあいを促進し、学

びを深める授業を展開

する。 

① 指導案を工夫すること

で、教員が教科等の横

断的な視点と、ねらい

の関係性を意識し、捉

えやすくする。 

 

 

②授業の中で、児童・生

徒がお互いにかかわり

あい、学びを深める場

面を明確化して、授業

実践を行う。 

① 教科等の横断的な視

点を意識して授業づ

くりができたか。ま

た、ねらいは明確だ

ったか。 

 

 

②かかわりあい、学び

を深める場面を取り

入れた授業づくりが

できたか。 

① 指導略案や学習内容表

の活用、授業を見合う

などして、教科等の横

断的視点を意識しねら

いを明確にした授業づ

くりができた。 

 

②意図的な場面設定や ICT

を活用した環境設定を行

うことでかかわりあいを

意識した授業づくりがで

きた。 

①教科等の横断的視点を

意識した授業づくりが

一人ひとりのニーズに

つながっているか確認

していく。 

 

 

②発表の場面や、協力す

る場面、日誌の活用、

ICT の活用などを通し

て学び合える授業づく

りを進める。 

① 教科等の横断的な視点

を意識した授業づくり

ができた。アンケート

は全体数の2/3を集める

必要がある。 

 

 

② 各教科でICTの取組が進

んでいることは評価でき

る。〈学校評価アンケー

ト【85％】（前年比

15％↑） 

① 教科等の横断的な視

点を意識した授業が

展開できた。個のニ

ーズとの関連性も考

えるべき課題。 

 

 

② 児童・生徒同士がか

かわりあう場面設定

ができた。 

① 授業のねらいと個別

の教育的ニーズとの

関連性を明確にした

授業実践を行う。 

 

 

 

② 今後は、協働する活
動を積極的に取り入
れ、学びを深めてい
く。 

２ 
児童・生徒 
指導・支援 

〇一人ひとりの教育的

ニーズを捉え、根拠

に基づいた組織的な

指導・支援の充実を

図る。 

 

 

 

〇教育活動全体で人権

尊重の視点に立ち児

童・生徒が安全で安

心して過ごせる学校

づくりに取組む。 

① 行動観察による見立てと

アセスメントとの関連付

けについて理解を深め、

チームアプローチを意識

した支援体制をつくる。 

 

 

 

②教員による適切な配慮の

もと、児童・生徒が互い

の個性を尊重し、人権が

尊重される学級づくりを

する。 

① 研修等を設定し、アセ

スメントの有効活用に

ついて理解を深めると

ともに、専門職の活用

を通してチームとして

の支援を意識する。 

 

 

②合理的配慮や、さん付

け呼称等の徹底につい

て定期的に確認する機

会を設け、人権が尊重

される学級づくりをす

る。 

① アセスメントを指導

に役立てるととも

に、専門職の意見な

どを活用したチーム

としてのアプローチ

ができたか。 

 

 

② 適切な配慮を意識

し、人権を尊重した

学習活動がなされた

か。 

アンケート結果 80％

を達成できたか。 

① 研修会や相談会を通し

てアセスメントの有用

性を確認し、専門職の

助言を個別教育計画に

も反映するなど、チー

ムとしてのアプローチ

ができた。 

 

②人権研修を行い、さん付

け呼称の標語を作り掲示

板で呼びかけた。人権を

尊重した言葉かけにつな

がった。〈学校評価アン

ケート〉【91％】 

② 日常の指導場面をアセ

スメントの視点でとら

え、個別教育計画の作

成に専門職がかかわる

仕組みを構築してい

く。 

 

 

②人権研修やさん付け呼

称を呼びかけるなど、

人権を意識した学習活

がなされた一方で保護

者と教員の意識差がみ

られた。 

① 学校評価アンケート項目

「アセスメントに基づい

て個別教育計画を作成し

わかりやすい授業が行わ

れているか？」【85%】 

 

 

 

②  

・人権尊重について保護者

と教員の捉え方の違いに

ついて考えてほしい。 

・保護者のニーズも多様化

している。日頃から大切

にしているかかわりを継

続してほしい。 

① アセスメントを活用

し、専門職と連携し

た支援体制が構築さ

れつつある。教員の

理解も深まった。 

 

 

 

②人権研修の実施や

「さん付け呼称」の

定着により、児童・

生徒の尊重意識の向

上が見られた。一方

で、保護者と教員の

認識差が課題。 

① 専門職の意見を個別

教育計画に反映させ

る仕組みづくりを進

める。 

 

 

 

 

② アンケート結果をも

とに全職員で意見交

換する機会や保護者

との意見交換の場を

持ち、意識の差を少

なくしていく。 

３ 
進路指導・

支援 

〇キャリア教育の視点

をもち、児童・生徒

が地域で豊かに暮ら

し、働くことを見据

えた教育活動を展開

する。 

 

〇児童・生徒のニーズ

や適性に応じた、自

己選択・自己決定の

ための継続した指

導・支援に取り組

む。 

 

①小学部から高等部までの

系統的なキャリア教育の

充実を図り、育成したい

力を明確にした学習活動

を展開する。 

 

 

③ 児童・生徒の状況を踏ま

えつつ、卒業後の仕事や

暮らしに関係する学習内

容を幅広く具体的に設定

し、興味や関心を広げ

る。 

①キャリアパスポートを

有効的に活用し、児

童・生徒一人一人の自

分らしい生き方を意識

して学習活動のねらい

の明確化を図る。 

 

②ゲストティーチャー

や、卒業生、卒業後の

進路先等と連携し、講

話や体験活動を主とし

た学習内容を取り入

れ、興味関心を広げ

る。 

① キャリアパスポート

を活用して、系統性

を確認した上で、育

成したい力を明確に

した学習活動が行え

たか。 

 

②外部機関と連携し、

講話や体験活動を取

り入れ、児童生徒の

興味関心を広げる学

習活動ができたか。

アンケート結果 80％

を達成できたか。 

①キャリアパスポートにつ

いて議論し、方向性は見

えてきたが、必ずしも十

分な活用ではなかった。 

 

 

 

②卒業生や近隣企業、外部

講師などを適宜活用し

た。また、近隣施設での

体験活動を模索した。地

域と連携した進路情報ミ

ーティングを開催した。 

〈学校評価アンケート〉 

【92％】 

 

 

①キャリアパスポートの

有用性を認識し、効果

的な活用方法について

検討していく必要があ

る。 

 

 

②外部機関との連携を継

続し、新たな協力先を

開拓しながら、卒業後

の社会生活に結びつく

授業を展開する。 

① 十分な活用ではなかった

理由を確認した上で、育

成したい力を明確にした

学習活動にどうつなげる

かが大切である。 

 

 

② 来年度のせやみつミーテ

ィングの充実には賛成で

あり、規模を広げていっ

てほしい。 

〈学校評価アンケート〉 

保護者【80％】 

教員【92％】と差があ

ることが課題。 

① キャリアパスポート

に対する理解が深ま

った。今後は効果的

な活用が課題であ

る。 

 

 

② 外部機関と連携した

授業が実施され、進

路情報提供の機会も

確保されたが、保護

者のニーズに即した

情報提供の工夫が必

要。 

 

①キャリアパスポート

はひとつの手段であ

り、系統性を見える

形にしていく。 

 

 

 

② せやみつ進路情報ミ

ーティングの充実を

図る。進路情報の伝

え方を工夫し、ニー

ズに合わせた情報提

供を行う。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月17日実施） 

総合評価（３月６日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 
地域等との 

協働 

〇学校コンサルテーシ

ョンを基盤としたセ

ンター的機能の充実

を図り、校内・地域

におけるインクルー

シブな学校づくりを

推進する。 

 

 

①交流及び共同学習の内容

の充実を図り、学校間交

流や居住地交流などの取

組の意義について、地域

へ理解を広げる。 

 

 

 

 

②ホームページに加えて、

近隣自治会の回覧を充実

させ、地域の方が来校で

きる機会を設定する。 

①交流及び共同学習の場

を創出する。ねらいや

位置づけの明確化を図

るとともに、出前授業

などを通して理解啓発

する。 

 

 

 

②ホームページや広報誌

の内容を充実させ、周

知するとともに、地域

の方が来校できる場を

計画する。 

① 交流及び共同学習の

場の創出ができた

か。ねらいや位置づ

けが明確であった

か。交流及び共同学

習の取組の意義を地

域へ伝えたか。 

 

 

②地域への広報を充実

させることができた

か。地域の方の来校

の機会を増やすこと

ができたか。 

① GREENEXPO の事業に参

加するなど新たな場の

創出や近隣の小・中学

校との交流など幅広い

活動が実施できたが、

取り組みの意義の共有

が必ずしも十分ではな

かった。 

 

②ホームページや地域の

回覧板を活用して広報

を充実させた。せやみ

つ進路情報ミーティン

グを開催し地域の方の

参加機会を増やすこと

ができた。 

①事前の計画、打ち合わ

せなどを計画的に進

め、交流等のねらいや

位置づけを明確化して

充実した活動につなげ

る。 

 

 

 

②せやみつ進路情報ミー

ティングの継続的な実

施に向けて検討してい

く。 

①二つ橋小学校との交流は

互いを知る上で有意義で

ある。授業を参観できる

とよい。〈学校評価アン

ケート〉【80％】 

 

 

 

 

②  

・地域との関係づくりや交

流を頑張っていると感じ

た。 

・施設開放の利用が進ん

だ。〈学校評価アンケー

ト〉【85％】 

① 地域との連携が進ん

だ。学校間交流や防

災活動の連携も進め

られた。交流活動の

ねらいや、位置づけ

の明確化が求められ

る。 

 

 

② ホームページや地域

の回覧板での広報は

充実できた。 

① 事前打ち合わせを計

画的に行い、交流活

動のねらいや位置づ

けを明確化し、学び

の効果を最大限に引

き出す。 

 

 

 

② 地域の行事等との連

携や広報活動の方法

を模索し、今後も来

校の機会を増やして

いく。 

 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇安全・安心な教育環

境の整備に取り組

む。 

 

 

 

 

 

〇教職員の資質・指導

力・専門性の向上を

目指し、人材育成と

不祥事防止に重点を

おき、信頼と期待に

応える学校運営と組

織づくりを行う。 

 

 

 

〇組織的な業務の効率

化を図る。 

 

 

 

 

①PTA と連携した防災研修

や訓練等を行い、学校と

家庭が連携した安全体制

について継続的に改善を

図る。 

 

 

 

②教員が自らのキャリアス

テージに応じてより高い

段階に向かうために、主

体的に学べる職場環境の

充実を図る。 

 

 

 

 

 

③業務支援チームに各チ

ームの仕事を切り出して

業務のスリム化を図り、

子どもと向き合う時間を

確保する。 

① PTA と連携した防災研

修や訓練の実施に向け

た連絡調整を密に行

い、実施する。防災備

品の管理を徹底し、緊

急時に備える。 

 

 

②授業体制の見直しや業

務改善を勧め、主体的

に学ぶための時間の確

保に努めるとともに、

研修機会の周知徹底を

行う。 

 

 

 

 

③教員の働き方改革に関

するアンケートを行う

とともに、各チームで

業務削減案や支援チー

ムへの業務の切り出し

を進める。 

①PTA と連携した防災

研修や訓練を実施

し、成果を上げるこ

とができたか。防災

備品の管理徹底が改

善されたか。 

 

 

②新しい研修体系につ

いて理解でき、主体

的に活用できたか。 

 

 

 

 

 

 

 

③アンケート結果を業

務改善に反映できた

か。各チームの業務

を切り出し、削減で

きたか。アンケート

結果80％を達成でき

たか。 

①PTA と連携した防災研修

を行い、実際の体験をも

とにして安全体制につい

て考えることができた。

防災備品のリスト化と更

新ができた。 

 

 

② NISE 学びラボ、筑波大

オンデマンド研修、そ

の他外部の研修などを

掲示板やTeamsなどで周

知した。新しい研修体

系については理解し、

主体的に活動できた。 

 

 

 

③務依頼の項目を設け、各

チームの業務を一定程度

切り出し、削減できた。 

アンケート結果

【78％】 

①学校の防災体制につい

て引き続き、家庭と連

携し、継続的な改善を

図っていく。 

 

 

 

 

② 今後も研修機会を提供

できるよう、案内のあ

った研修を掲示板など

で周知していく。日常

の授業改善について

は、時間確保の課題が

残る。 

 

 

 

③依頼可能な業務内容の

周知や依頼方法の簡略

化などに課題がある。 

①  

・今回の防災イベントのよ

うな交流が地域とできる

とよい。 

・備蓄品については、近隣

施設間で情報共有ができ

るとよい。 

 

② 学校評価アンケート項目

「日々の授業を振り返

り、授業改善に取り組ん

でいますか？」保護者結

果【78％】 

 

 

 

 

 

③ 授業の準備や振り返りの

時間が確保できていない

という意見が出ている。

良い意見だと思う。 

① PTA と連携した防災研

修を実施し、安全体

制の見直しが進ん

だ。 

 

 

 

 

② 研修機会はあるが、

時間の確保が難し

く、働き方改革の視

点を持った業務の効

率化と見直しが求め

られる。 

 

 

 

 

③ 業務支援チームの活

用が進められ一定の

成果をあげたが、依

頼できる作業内容の

明確化や周知が十分

ではなかった。 

①PTA や近隣施設と防

災に関する情報交換

を進めるとともに、

必要な防災備品を順

次配備していく。 

 

 

 

②研修や授業の振り返

りを行う時間を確保

し専門性の向上を図

る。 

 

 

 

 

 

 

③ 業務支援チームの効

果的な活用について

職員間で情報共有す

るとともに、依頼内

容や依頼方法の周知

など活用促進を図

る。 

 


